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令和七年もあとわずか
校庭の木々は、色づいた葉を落としはじめ、日に日に冷たい風が身にしみる季節となり

ました。新年度がスタートしてから８ヶ月が過ぎ、１年生は中学校生活にも慣れ中学生と
しての自覚を持てるようになってきました。２年生は、学習面での頑張りだけでなく生徒
会活動や部活動においても中心となって活躍の場が広がってきました。そして３年生、い
よいよ卒業後の進路について本格的に動き出しました。
それぞれの舞台で、それぞれの目標に向かって子どもた
ちは自分を表現しています。時には順風満帆に前へ進む
ときもあれば、時には大きな壁に阻まれて苦悩すること
もあるかと思います。しかし、その壁を乗り越えたとき、
大きな力を手にして次への大きな一歩を踏み出していく
ことができるのではないでしょうか。そして、その壁を
乗り越えるためのもう一つの力が、ご家族の支えだと思
います。直接手を差し伸べなくても、応援してもらって
いる安心感が子どもたちにとっては、何よりのエネルギ
ーだと思います。
令和七年もあとひと月、大きな力と自信を手にして、

新たな年へ繋がるよう、引き続きご支援をよろしくお願
いいたします。 ＜校庭の銀杏＞

人権週間を前に…【人権集会】
法務省の人権擁護機関では、国際的に定められた「人権デー」(12月10日)を最終日とす

る１週間(12/4～10)を「人権週間」として、全国的に人権啓発活動を特に強化して行って
います。本校でも、人権集中学習を行い、子どもたち一人ひとりが「差別」や「偏見」に
気づき、理解を深める学習を行っています。その一歩として、期末テスト最終日の午後、
生徒会本部が中心となって人権集会を行いました。この集会の中でＮＰＯ法人[多文化共
生ぐんま]より小林あけみ先生をお招きし、諸外国にルーツを持つ人たちと共生していく
ために、お互いを理解し合える社会について学習しました。本校にも多くの外国籍生徒が
在籍していますが、その仲間たちと違いを理解し合いながらよりよい関係を築く一助にな
ってほしいと思います。最近ではＳＮＳを介した誹謗・中傷が身近なところで横行し、社
会問題ともなっています。一人ひとりがそれぞれの特性を持っています。その「ちがい」
に気づき、お互いが相手を思いやれる暖かな心を育ててもらいたいと願っています。
和やかな笑顔で、優しい言葉で、良好な人と人とのつながりを…

教育相談、大変お世話になりました。
11月初旬に実施しました三者教育相談では、お忙しい中ご来校いただき、大変お世話
になりました。学校生活や家庭での様子、さらには進路相談など、貴重な意見交換をす
ることができました。子どもたちが日々の生活やこれからの進路選択、将来の生き方に
ついて考える貴重な時間となりました。今後も心配なことなどありましたら、気軽に学
校までご相談いただけたらと思います。よろしくお願いいたします。



各種大会等の結果(表彰関係)
◎第75回社会を明るくする運動犯罪非行防止標語

佳作 １年 内田 龍翔 「ありがとう 言って言われて いい気持ち」
◎第58回諸外国交換ユネスコ児童生徒作品展（学校代表）

書写の部 ２年 仁藤 柚希（太田市議会議長賞）
２年 長谷川桐子（太田市国際交流協会会長賞）
３年 髙橋 莉紗
３年 塚越 華楽
３年 小野さくら（太田中央ロータリークラブ会長賞）

美術の部 １年 吉冨 詩織
２年 川瀬莉央奈
２年 渡部 心奏
３年 高田 百萌（太田中央ロータリークラブ会長賞）
３年 大内愛友花（新田ロータリークラブ会長賞）
３年 深津 蒼奈

◎第17回東部地区アンサンブルコンテスト
管楽七打楽器七重奏 銀賞

２年 岩﨑 咲來 野 雅 榊 南音
中西 優里菜 築比地 美月 佐藤 凛

１年 村瀬 詩果

卒業を前に…「消費者学習」「租税教室」「交通安全」
３年生は、あと４ヶ月で義務教育の全課程を終え、中学校を卒業となります。実社会
に一歩近づくと同時に、様々な責任も課せられる年代となってきます。そのためにも、
世の中のことに目を傾け、「自ら考え、自ら判断し、自ら行動」することが必要となっ
てくるのです。そのための一歩として家庭科の授業に於いて「消費者学習」を、社会科
学習の一環として「租税教室」を、学活を利用して「交通安全」についての学習を行い
ました。「消費者学習」では、太田市消費生活センターの方を招き、消費者の権利と責
任について学ぶと共に、様々な契約や多発している消費者トラブルについて様々な事例
を通して、自分の責任で判断できる知識を得ることができました。「租税教室」では、
館林税務署の方を講師として税の仕組みを学習し、納税者としての役割や、税によって
我々の生活が支えられていることを改めて再確認しました。そして「交通安全」の学習
では、来年４月から道路交通法が改正されることに伴い、太田警察署の音声解説をもと
に自転車の運転に関わるルールについて学習しました。特に、１６歳から違反すると反
則切符が適用され、違反の内容によって多額の反則金を納めなければなりません。「反
則金を支払わなければならないから、ルールを守る」の
ではなく、自分や家族、そして周りの人たちを守るため
にも、しっかりとルールを守り、安全な自転車運転に心
がけてもらいたいと思います。
「大人になる」ことは「自由」が増えると同時にその

裏には大きな「責任」が課せられてくるということを再
認識し、社会の一員として責任を持った行動が取れるよ
うになってほしいと願っています。その上で、自らの夢
や希望を叶えられるよう、一歩一歩着実に歩んでほしい
と願っています。 ＜消費者学習の様子＞


